
～身近な甲賀の自然から、興味深い話題を紹介します～

甲賀 自然の
！見発

　12月になり、毎朝、冷え込みを実感します。秋の
虫の音も静まり、枯れた野山では生き物の気配が
乏しくなります。
　しかし、じっと景色をながめていると、野鳥た
ちは元気に活動しています。鳥は人間と同じく、
体温を自分でつくり暖かい羽毛で熱を逃さない
ので、寒い冬にも動けるのです。
　実は、市内の人家周辺の野山や公園では、冬か
ら春には、夏の2倍以上（40種を越える）の多くの
種類の野鳥が観察できます。これは、より寒い地
域から冬越しに来る冬鳥が増えるからです。冬鳥
は、永久凍土のあるシベリアなど北方、北海道や
本州の山岳地帯など涼しい地域で、夏の間に子育
てをし、秋の終わり頃から飛んで来る渡り鳥な
のです。田畑で見かけるツグミ、ジョウビタキ、

アオジ、アトリなど身近な冬鳥も多くいます。
平地の林では、鈴鹿山脈から降りてくるカケスや
アカゲラ、ヒガラなども冬限定の仲間です。
　自然館では、12月22日（水）から身近な甲賀の
野鳥について特別展を行います。ご関心のある方
はぜひ、ご来館ください。

 みなくち子どもの森自然館
☎ 63-6712　  63-0466
問い合わせ

身近な冬の野鳥たち第16回
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▲ツグミ（白い眉と背中の
　赤茶色が特徴）

※詳しくは市ホームページ、暮らしのガイド→教育文化→市史編さんをご覧ください。
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